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展覧会紹介TOPIC 

　  「森芸」PICK UP PROGRAM「森神 KINTARO 田島征三 森と命とARTの世界」も、  
   残りあと僅か。真夏の太陽の下、空を跳ぶ「金太郎＆八重桐」の聖母子像に

見守られながらの2か月間でしたが、皆様パワーを貰っていただけましたか？11月は文化祭に引
続き、「森芸」FRIENDS PROGRAM 小林正秀・中桐聡美展「風景のかたち」や、シン・美育振興会♪仮）
による「カツオ／シバキ」など、中堅若手アーティストらによる「展覧会」のかたちを問うような
キトキトのアートイベントを開催。どちらも入場無料。是非ご家族連れでご来場ください！
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公式WEB

MUSEUM        LETTER
◆特別展【有料展】

◆常設展 小企画 44　【有料展】

８月１０日㊏→１０月１４日㊊㊗

！詳細は、勝央美術文学館事務局（0868-38-0270）まで。information お知らせ

〒709-4316 岡山県勝田郡勝央町勝間田 207-4
Tel .  0868-38-0270 ／ Fax.  0868-38-0260
http://museum.town.shoo. lg. jp

　日本伝承のキャラクター 金太郎（後の平安時代の武将・坂田公時）の終焉の地と伝わる
勝央町。武将として大成するも志半ばで亡くなった金太郎の魂が地元の人々や美しい尼君に
守られて、1000年を経た今、田島氏の作品となって「森神」として再び勝央の地に蘇り、人々
に力と勇気を与えます。
　絵本『きんたろう』(さねとうあきら･文／田島征三･画／1996年発行／教育画劇)の原画13点
に加え、田島氏が、本展のために「金太郎」をテーマに描き上げたメインビジュアルである
大作「杦ヶ谷を渡る八重桐と金太郎」をはじめ、最新作100号8点の連作や勝央の地でライブ
ペインティングとして生み出される200号など生命の輝きや「イノチ」の素晴らしさ、力強さ、
美しさを謳い上げるような生命力にあふれた作品世界を是非ご覧ください。

田島征三「杦ヶ谷を渡る八重桐と金太郎」
／ 290.0×395.0 ㎝

勝央町制施行 70周年記念　勝央美術文学館 開館 20 周年記念展
「森の芸術祭　晴れの国・岡山」連携事業　PICK  UP  PROGRAM

森神   KINTARO   田島征三  森と命とARTの世界  関連イベント

田島征三  公開制作（ライブペインティング）

日時：②１０月５日（土）１３：００～
会場：勝央美術文学館  町民ギャラリー1

田島征三氏が会場で 200 号の作品を制作します！

第54回勝央町文化祭の展示会場となる
ため、開館時間が通常と異なり、下記の
とおりとなります。ご注意ください。

●１１月 2日（土）９：００～１８：００
●１１月 3日（日）９：００～１５：００

第43回勝央町金時祭開催にともない、
10月11日㊎～13日㊐の間、駐車場が
ご利用いただけません。

！ 駐車場ご利用について

開館時間の変更について！

◆特別展【無料展】
「森の芸術祭　晴れの国・岡山」連携事業　FRIENDS PROGRAM

小林正秀・中桐聡美展「風景のかたち」

予約不要
・

観覧無料

　小林（写真家／美作市出身）は、自らの生活圏である中国山地に近い山間部の風景を、レンズと記憶という2重の
フィルターを通して、「版（写真）」に映し出し、古典的なモノクロームの「風景」を表現します。中桐（版画家／
倉敷市出身）は、自身の原風景である瀬戸内海の写真を、「版（イメージ）」としてシルクスクリーンで紙に刷り、その
表面をカッターナイフで傷を付け、またインクで滲ませることで、新たな「風景」を描きます。「風景」とは、単なる
自然界の有様ではなく、記憶や感情が絡み合い、見る者の心の在りようによって姿を変え、流れていく「かたち」。
　共に岡山を拠点に、写真と版画という一つの「版」から複数のイメージを生み出すメディアで作品を制作する
2人のアーティストによる展覧会です。写真と版画、close but not the same（似て非なる…）表現による2人の「風景の
かたち」をどうぞご堪能ください。

公開制作の様子（8/10 実施）  

中桐聡美「cleave the water #1」

小林正秀「DRIFTING CLOUDS」

＊（公財）美作学術文化振興財団主催

勝央町制施行 70周年記念　勝央美術文学館 開館 20 周年記念展
「森の芸術祭　晴れの国・岡山」連携事業　PICK UP PROGRAM

森神  KINTARO  田島征三  森と命と ART の世界

１１月９日㊏→１１月２４日㊐
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MUSEUM CALENDAR 美術文学館カレンダー
2024

展覧会案内EXHIBITION 

月 月1210

●I n s t a g r am : s h o omu s e um　●X：@s h o omu s e um_ P R　●F a c e b o o k：勝央美術文学館
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印は休館日 （月曜休館・月曜が祝日の場合は翌平日に休館）＊展示替えによる特別休館日がありますのでご注意ください。

開館時間　10：00～18：00（入館は17：30まで）
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◆貸館

985 64 7
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入場無料

◎ 第14回きんときコドモ絵画展
　 ８月１０日㊏→１０月１４日㊊㊗
　  勝央町内の保育園に通う年長さんたちが一生懸命に描いた、
　  勝央町ゆかりの人物・坂田公時（金太郎）の絵を展示。

◎ 絵本『勝央の金時』原画展
　 ８月１０日㊏→１０月１４日㊊㊗
　  町制 70周年記念に刊行した『勝央の金時』の原画展。

◎ 全国金時人形展
　 ８月３１日㊏→１０月１４日㊊㊗
　  日本全国で作られた金太郎をモデルとした金時人形を展示。

◆企画展

入場無料
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◆特別展

町民ギャラリー1

入 

場 

料

 一  般  ５００円
大学生・65歳以上の方は証明書提示で100円引
高校生以下無料
※20人以上の団体は2割引（ただし、割引の併用は不可）
※障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方1名は無料

町民ギャラリー2

勝央町制施行70周年記念　勝央美術文学館 開館 20周年記念展
「森の芸術祭　晴れの国・岡山」連携事業　PICK  UP  PROGRAM

◎ 森神  KINTARO
　 田島征三  森と命と ART の世界
　 ８月１０日㊏→１０月１４日㊊㊗
　 絵本『きんたろう』（1996年発行／教育画劇）の作画者で
　  ある絵本作家で現代アーティストの田島征三氏を迎え、
　  その後の金太郎の物語を通して命の輝きや尊さを謳い
　    上げる展覧会を開催。（詳細表面）

1 2月
印は勝央町文化祭（詳細表面）

◆巡回展

◎ 第 47 回瀬戸内版画展
　１０月１８日㊎→１０月２７日㊐
　 岡山県内の版画家を中心としたグループ「瀬戸内版画会」
　 による作品展。木版、紙版、エッチングなど、さまざま
　 な技法を用いた作品を展示。
　 最終日14：00まで。

町民ギャラリー1入場無料

◎ 小林正秀・中桐聡美展
　 「風景のかたち」
　 １１月９日㊏→１１月２４日㊐
　  【写真】（小林）と【版画】（中桐）という一つの「版」
　  から複数のイメージを生み出すメディアで作品を制作する
　  二人が表現する「風景（イメージ）」のうつろいをテーマ
　  とした展覧会。（詳細表面）
　  主催：（公財）美作学術文化振興財団

◎ 電話番号と加入者から見た町100年間の変遷
　 １０月１８日㊎→１１月３日㊐
　  勝央町に電話が架設されて100年。勝央町勝間田出身の藤野
　  惠氏の実家で所有保存する勝央町に関する歴史的資料を展示。
　  主催：藤野惠  共催：勝央町教育委員会､勝央町文化協会  後援：勝央町

◎ シン･美育振興会♪仮）による「カツオ／シバキ」
　 １１月９日㊏→１１月２４日㊐
　  子どもたちや地域の方々を巻き込んで一緒に楽しむために
　  結成された「シン・美育振興会♪仮）」。地元の教室や
　  施設等と連携したミマサカ発のARTイベントを発信。
　  主催：シン・美育振興会♪仮）助成：（公財）美作学術文化振興財団

◆その他

町民ギャラリー2

◎ 箏曲 紫音 琴のしらべ
　 １２月８日㊐12時開場／12時半開演
　  勝央町のコミュニティーで活動し、地域のイベントなどで
　  演奏している箏曲グループ “紫音” の発表会。

入場無料

町民ギャラリー1

町民ギャラリー1入場無料

印は駐車場利用不可（詳細表面） 印は箏曲“紫音”発表会のみ

町民ギャラリー1


